
第３学年２組  理科学習指導案  

指導者   森  大樹  

 

１  単元   音の正体って何だろう？  音の不思議を探ろう！  ～『音の性質』～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

子どもはこれまで，音楽科の授業で楽器を使って音を出す活動，生活科の授業で音を出

したり伝えたりするおもちゃを作る活動を経験している。そこでは，物を叩く，吹く，擦

る等すると，音が出ることを認識している。このような子どもたちが，音が出ているとき

の物の様子がどうなっているのか，音がどのように伝わるのか等，音を科学的に理解する

ことで，理科の見方・考え方が豊かで確かなものになっていくだろう。  

そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

本教材は，楽器や糸電話等を用いて，音が出たり伝わったりするときの物の様子を調べ

ながら，音の性質について捉えることをねらいとしている。子どもは，量的・関係的な視

点を用いて，楽器ごとによる物の震え方や音の大小による物の震え方等の違いを比較しな

がら，音の性質を追究することで，差異点や共通点をもとに，問題を解決していくだろう。

ここでは，気付きや疑問を見いだす視点を与え，自ら問題を見いだせるようにすること，

問題解決の過程で実証性，再現性，客観性の視点を与え，それらを意識して科学的に解決

できるようにすることを大切にしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  単元のはじめに，楽器や身の回りにある物を持ち寄り，視点をもたせて音を出す物と

関わる場を設定する。そうすることで，音を出したときの疑問や気付きを引き出し，音

の大小と物の震えの関係や音の伝わりと物の震えの関係について，問題を見いだせるよ

うにする。  

○  単元の半ばに，立案した実験計画を振り返る場と実験を通して得た結果を伝え合う場

を設定する。それぞれの場に実証性，再現性，客観性の視点を与えることで，実験の立

案や結果等が適切であるか問い直したり，次の実験で必要なことは何か捉えたりしなが

ら，科学的な視点で問題解決の流れを振り返ることができるようにする。  

○  単元の終わりに，音の性質で動くおもちゃづくりの計画を立てる場を設定する。学習

を通して獲得した知識やより妥当にした自分の考えを基に，どの音の性質を使えばおも

ちゃが動くか試行錯誤しながら考えることで，本学習を生かすことができるようにする。  

 

３  目標   

音を出したり伝えたりするときの物の様子に着目して，それらを比較しながら，音の性

質を調べる活動を通して，それらについての理解を図り，身近な物との関わりから問題を

見いだしたり，表現したりすることで，今後出合う自然の事物・現象を科学的に解決して

いく態度を育成することができるようにする。  

 

 

 



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の理科部では，理科の見方・考え方を働かせ，自然の事物・現象を科学的に解決

することのできる子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，

エージェンシーを発揮している姿を，自然の事物・現象に関する素朴なイメージや概念か

ら見いだした問題について，科学的に解決していく姿だと捉えている。本単元においては，

遊びや共通体験を通して得た自然の事物・現象の気付きや疑問から見いだした問題を，立

案した実験計画を振り返ったり実験から得た結果を伝え合ったりしながら，科学的に解決

するために必要な視点を振り返る場を設定する。自然の事物・現象から問題を見いだし，

実証性，再現性，客観性の手続きを捉えたり問い直したりしながら，科学的に解決してい

く様相がエージェンシーを発揮した姿だと考えている。このような学習を経験した子ども

は，今後出合う自然の事物・現象と主体的に関わり，見いだした問題を科学的に解決しな

がら，自己の考えをより妥当性の高いものに更新できるようになり， well-being の実現

につながるだろう。  

 

７  単元の評価規準  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

①物から音 が出た り 伝わっ

たり す ると き ，物 は 震え

てい る こと ， また ， 音の

大き さ が変 わ ると き 物の

震え 方 が変 わ るこ と を理

解している。  

②音の性質 につい て ，器具

や機 器 など を 正し く 扱い

なが ら 調べ ， それ ら の過

程や 得 られ た 結果 を 分か

りやすく記録している。  

① 音 の 性 質 に つ い て ,差 異

点や 共 通点 を 基に ， 問題

を見 い だし ， 表現 す るな

ど し て 問 題 解 決 し て い

る。  

② 音 の 性 質 に つ い て ， 観

察， 実 験な ど を行 い ，得

られ た 結果 を もと に 考察

し， 表 現す る など し て問

題解決している。  

①音の性質 につい て 事物・

現象 に 進ん で 関わ り ，他

者と 関 わり な がら 問 題解

決しようとしている。  

②音の性質 につい て 学んだ

こと を 学習 や 生活 に 生か

そうとしている。  



６  本時案  ―第二次・２時分―  

⑴   主眼   音がどのように伝わるのか確かめる実験を通して得た結果について，他の  

班の結果と比較したり，その妥当性を検討したりしながら，実験の計画や内

容，そこから得た結果について自分の考えを表現することができる。  

⑵   準備   テレビ，タブレット，ワークシート，糸電話，太鼓，紙片  

⑶   学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  実験を行い，そこから
得た結果を整理する  

・実験の記録の仕方  
・結果の整理の仕方  

 実験からどんな結果が
分かっただろうか  

ア  糸を伸ばして話すと，声
が聞こえたよ。糸に触れる
と，糸が震えていたよ  

イ  糸が垂れていると，話し
ても声が伝わらなかったよ  

ウ  太 鼓 の 近 く に 置 い た 紙
が，太鼓を叩くと倒れたよ  

エ  太鼓を手で押さえて叩く   
 と，紙が倒れなかったよ  

・  実 験 の 様 子 を 動
画 で 撮 影 さ せ た り
表 に 整 理 さ せ た り
す る こ と で ， 音 の
伝 わ り と 物 の 震 え
の 差 異 点 や 共 通 点
を 基 に ， 結 果 を 整
理 で き る よ う に す
る  10 

２  結果の妥当性を検討し
合い，結論を導きだす  

・結果の共有の仕方  
 
 
 
 
 
 

・他の班との結果の共通点  
・音の伝わりと物の震えの

関係  
 

 この実験の結果に納得
できるだろうか  

 結果からどんなことが
いえるだろうか  

ア  その実験の結果は納得で
き る と 思 う よ 。 そ の 理 由
は，何回も同じ実験を繰り
返して，同じ結果になって
いるからだよ  

イ  その実験の結果は納得で
きないよ。他の班は，音が
伝わるときは物が震えてい
るのに，物が震えていない
のに音が伝わるという結果
はおかしいと思うよ  

ア  糸電話の糸が震えていた
から，その糸が震えて音が
伝わっていると思うな  

イ  太鼓自体が揺れて紙が倒
れたのではないかな  

ウ  他の班の結果も，音が聞
こえるときは物が揺れたり
紙が倒れてたりしているよ  

・  実 験 を 撮 影 し た
写 真 や 動 画 ， 整 理
し た 結 果 を 根 拠 に
結 論 の 妥 当 性 を 検
討 さ せ る こ と で ，
実 験 に よ っ て 得 た
自 分 た ち の 班 の 結
果 に 責 任 を も つ こ
と が で き る よ う に
する  

・  実 験 が 本 当 に 正
し く で き て い る か
承 認 を 得 た り ， そ
の 理 由 を 伝 え 合 わ
せ た り す る こ と
で ， 客 観 的 な 視 点
で 他 の 班 の 実 験 を
捉 え 直 し た り ， 自
分 の 班 の 結 果 を 見
つ め 直 し た り す る
こ と が で き る よ う
にする  35 

３  本時の学習を振り返る  

 実験の方法や結果は，
問題を調べるために適切
だっただろうか  

・振り返りの視点  

ア  音を伝えている物が震え
ているという予想が，実験
で き ち ん と 調 べ ら れ た か
ら，実験の仕方は間違って
いなかったよ  

イ  何回同じ実験しても同じ
結果になったから，この結
果は正しいといえるよ  

ウ  何度も実験して結果を出
したことや実験の様子や結
果の分かる写真を見せたこ
とで，みんなに納得しても
らえたと思うな  

・  こ れ ま で の 振 り
返 り の 視 点 を 基
に ， そ れ に 沿 っ て
実 験 の 流 れ を 振 り
返 ら せ る こ と で ，
今 後 実 験 を す る 上
で 大 切 な 実 証 性 ，
再 現 性 ， 客 観 性 の
い ず れ か の 視 点 を
見 出 す こ と が で き
るようにする  

45 

⑷   評価規準と方法  

糸電話や太鼓を用いた実験から分かった音の性質を整理し，他の班の結果と比較し

たりその妥当性を検討したりすることで，実験の計画や内容，そこから得た結果につ

いて自分の考えを表現することができたか，発言やワークシートの記述からみとる。



５ 指導計画（総時数 ６時間） 

次 
時

間 
学習活動・内容  

エージェンシーを 

発揮するための手立て 

重

点 

記

録 
評価規準 

一 

１ 

○ 楽器や身の回りの物を持ち寄り，音が出るときの物やその物の様子に関す

る疑問や気付きを交流する 

・音を出したときの物の様子 

・視点を与えた音を出す体験を

設定することで，疑問や気付

きを焦点化し，自ら問題を見

いだせるようにする 

主 

 

○ 主体的に学習に取り組む態度①/【行動観察・記述分析】 

・音の性質について事物・現象に進んで関わり，他者と関

わりながら問題解決しようとしている 

２ 

○ 疑問や気付きを基に問題を見いだし，実験を立案する 

・問題の設定 

・実験の立案の仕方 

・実験の立案を見直す視点を教

師とともに考えることで，予

想を科学的に解決するために

必要な視点は何か明確にでき

るようにする 

思  思考・判断・表現①/【発言分析】 

・音の性質について,差異点や共通点を基に，問題を見いだ

し，表現するなどして問題解決している 

３ 

○ 実験を行い，そこから得た結果の妥当性を検討し合いながら，結論を導き

だす 

・結果の検討の仕方 

・音と物の震え方の関係 

・音の大小と物の震え方の関係 

・振り返りの仕方 

・教師とともに実証性，再現

性，客観性を捉え直し，振り

返る場を設けることで，次の

問題解決をする上で必要な視

点は何か明確にできるように

する 

知 

思 

 

○ 知識・技能②/【行動観察・記述分析】 

・音の性質について，器具や機器などを正しく扱いながら

調べ，それらの過程や得られた結果を分かりやすく記録

している 

知識・技能①/【発言分析・記述分析】 

・物から音が出るとき，物は震えていること，また，音の

大きさが変わるとき物の震え方が変わることを理解して

いる 

思考・判断・表現②/【発言分析・記述分析】 

・音の性質について，観察，実験などを行い，得られた結

果をもとに考察し，表現する等して問題解決している 

二 

４ 

○ 糸電話を通して得た気付きや疑問を基に，音を伝えているときの物の様子

について予想し，新たな問題を見いだし，実験を立案する 

・音が聞こえるときと聞こえないときの違い 

・問題の設定 

・実験の立案の仕方と見直し 

・一次で得た視点を基に，実験

の立案を見直すことで，予想を

科学的に解決するために必要な

視点は何か明確にできるように

する 

思 

 

 思考・判断・表現①/【発言分析】 

・音の性質について,差異点や共通点を基に，問題を見いだ

し，表現する等して問題解決している 

５(

本
時)

 

● 実験を行い，そこから得た結果の妥当性を検討し合いながら，結論を導き

だす 

・結果の検討の仕方 

・音の伝わりと物の震えの関係 

・振り返りの仕方 

・一次で得た視点を基に，実証

性，再現性，客観性を捉え直

し，振り返る場を設けること

で，子ども自ら次の問題解決

をする上で必要な視点は何か

明確にできるようにする 

知 

思 

 

○ 知識・技能②/【行動観察・記述分析】 

・音の性質について，器具や機器などを正しく扱いながら

調べ，それらの過程や得られた結果を分かりやすく記録

している 

知識・技能①/【発言分析・記述分析】 

・音が伝わるとき，伝える物は震えていること，また，震

えを止めると音が止まることを理解している 

思考・判断・表現②/【発言分析・記述分析】 

・音の性質について，観察，実験などを行い，得られた結

果をもとに考察し，表現する等して問題解決している 

三 ６ 

○ 音の性質が利用されている物について調べ，音で動くおもちゃづくりの計

画を立てる 

・日常生活とのつながり 

・完成物を見せることでおもち

ゃづくりの見通しをもたせ，

学んだことを生かす楽しさを

実感できるようにする 

主  主体的に学習に取り組む態度②/【行動観察・記述分析】 

・音の性質について学んだことを学習や生活に生かそうと

している 

 

問題：音が出ているとき，音を出す物の様子はどうなっているのだろう 

結論：音が出ているとき，物は震えている。震えを止めると音は止まる。ま

た，音が大きくなると物の震えも大きくなり，音が小さくなると物の

震えも小さくなる 

問題：音が伝わるとき，音を伝えている物の様子はどうなっているのだろ

う 

結論：音が伝わるとき，音を伝えている物は震えている。震えを止めると

音は伝わらない 



第２学年２組  理科学習指導案  

指導者   河村  拓哉  

 

１  単元   ワイヤレス充電のしくみの探究  〜電流と磁界〜  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは小学校において，電流が流れているコイルが鉄心を磁化し，電磁石ができるこ

とを学習している。そこでは，電磁石のはたらきを，電流の大きさや流れる向きと関係付

けながら探究を実践してきた。このような子どもが，モーターや発電機などのつくりとし

くみから疑問をもち，観察・実験を行い，探究を実践することで，電流と磁界に関する事

象を日常と関連付け，主体的に規則性や関係性を見いだそうとするだろう。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は，モーターや発電機などのつくりとしくみについて，観察・実験を通して，電

流と磁界を関係付けながら探究する。子どもは，身近なもののしくみを考える上で，コイ

ルを流れる電流のようすが磁界に与える変化を調べたり，磁界の変化から電流がどのよう

に流れるかを調べたりして，磁界に関する理解を深めるであろう。ここでは，身近なもの

を取り上げ，子どもの素朴な疑問から探究を実践していくことを大切にしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，ワイヤレス充電器のつくりの中にコイルがあることを取り上げ，コイル

や電流のまわりの磁界のようすを観察し，磁力線で表す学習を設定することで，実験の

結果から考察を行い，磁界のようすを捉えられるようにする。  

○  第二次では，モーターの中にコイルと磁石があることを取り上げ，磁界の中で電流に

生じる力について，電流と磁界と力の向きや大きさに注目して実験で調べる学習を設定

することで，実験の条件を整理して，磁界と電流と力の関係性を捉えられるようにする。  

○   第三次では，発電機のつくりの中にコイルと磁石があることを取り上げ，電磁誘導が

起こる条件や誘導電流の規則性を調べる実験を設定することで，実験結果から考察を行

い，磁界の変化と電流の変化を関係付けて捉えられるようにする。  

○   第四次では，ワイヤレス充電器で充電するしくみについて，学んだことを活用しなが

ら，仮説を検証するための計画を立案し，共有して振り返る場面を設定し，子どもが主

体となって探究を実践することができるようにする。  

 

３  目標   

⑴   電流と磁界に関する事象を日常と関連付けながら，電流と磁界の関係性や規則性を

理解し，それらの観察・実験などに関する技能を身に付けること。                                      

⑵   電流と磁界に関する事象について，課題を解決する探究を実践し，電流と磁界につ

いての規則性や関係性を見いだして表現すること。  

⑶   日常と関連付けながら，電流と磁界に関する事象に進んで関わり，探究を通して総

合的に見たり考えたりしようとする態度を養うこと。  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の理科部では，自然の事物・現象に興味をもち，理科の見方・考え方を働かせ，

科学的に探究する力を身に付ける授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，

エージェンシーを発揮している姿を，設定した仮説について，他者と協働して実験・観察

を基に検証したり，吟味したりする活動を繰り返し，課題解決に向かう姿だと捉えている。

本単元においては，モーターや発電機などの身近なもののつくりに注目し，子どもが理科

の見方・考え方を働かせて，そのしくみについて課題を把握し，探究する活動を設定する。

また，その学習の中で，探究の過程を子どもに委ねる機会を設定する。身のまわりの事象

から課題を見いだし，子どもが主体となって探究を遂行する様相がエージェンシーを発揮

した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，自然の事物・現象に主体的にかかわり，経験や観

察・実験を基にした科学的探究の過程を実践できるようになり， well-being の実現につ

ながるだろう。  

 

５  単元指導計画（総時数１０時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを  

発揮するための手立て  
重視する探究の過程  

一

③  

○  ワ イ ヤ レ ス 充 電 器 の 中

の コ イ ル に よ っ て 何 が 起

こるのかを調べる  

・磁石の磁界のようす  

・電磁石の磁界のようす  

・ 電 流 が つ く る 磁 界 の よ う

す  

〇  ワイヤレス充電器の充電

のしくみに疑問をもたせ，

部品のコイルに着目するこ

とで，電流と磁界に関する

学習の見通しをもち，探究

への意欲につなげることが

できるようにする  

考察・推論  

 磁 石 や 電 磁 石 ， 電 流 の ま わ り

の 磁 界 に つ い て ， 鉄 粉 や 方 位 磁

針 を 用 い た 実 験 の 結 果 か ら 説 明

する  

二  

②  

○  モ ー タ ー の 中 の コ イ ル

を も と に ， 磁 界 の 中 で 電

流が受ける力を調べる  

・モーターのつくり  

・電流が磁界から受ける力  

〇  モーターの部品にコイル

と磁石があることに着目さ

せることで，磁界と電流の

相互作用を予想し，身近な

ものと学びの関連を感じる

ことができるようにする  

結果の処理  

 電 流 が 磁 界 か ら 受 け る 力 に つ

い て ， 電 流 と 磁 界 と 力 の 向 き と

大 き さ に 注 目 し て 実 験 を 行 い ，

条件を整理して調べる  

三  

③  

○  発 電 機 の し く み を も と

に ， 電 流 を 発 生 さ せ る 方

法を調べる  

・発電機のつくり  

・電磁誘導  

○  電 流 に は 直 流 と 交 流 の

２種類があることを学ぶ  

・直流と交流  

〇  電磁誘導の実験を通して

調べ，まとめ，説明させる

活動を設定することで，電

磁誘導が起こる条件や規則

性を子どもが見いだすこと

ができるようにする  

結果の処理，考察・推論  

 電 磁 誘 導 が 起 こ る 条 件 や 規 則

性 に つ い て ， 磁 石 や コ イ ル ， 検

流 計 を 用 い た 実 験 の 結 果 か ら ，

条件を整理しながら説明する  

四  

②  

本

時

１

／

２  

●  ワ イ ヤ レ ス 充 電 器 で 充

電できるしくみを調べる  

・仮説の設定と検証計画  

・探究の実践  

〇  仮説を検証するための実

験を計画し，全体で共有し

て振り返る場面を設定する

ことで，子ども自身が探究

に責任をもって取り組むこ

とができるようにする  

仮説の設定，検証計画の立案  

 学 ん だ こ と を 活 用 し ， ワ イ ヤ

レ ス 充 電 で 充 電 す る し く み を 考

え ， 仮 説 を 検 証 す る た め の 実 験

を計画する  

 

 



６  本時案  ―第四次・１時分―  

⑴   主眼   ワイヤレス充電器のしくみついての仮説を設定し，仮説を検証する実験を計  

    画する活動を通して，課題を把握し，探究を実践しようとすることができる。  

⑵  準備   学習プリント，実験道具  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  本 時 の 学 習 の 課 題 を 把 握

する  

 ワ イ ヤ レ ス 充 電 は ， ど の

よ う な し く み で 充 電 し て い

るのだろうか  

・課題の把握  

・本時の学習への見通し  

 

ア  ふれていなくても電流が流れ

るのはなぜだろう  

イ  コイルが入っているから，電

磁誘導が関わっているだろう  

・  身近な製品を取り上

げることで，そのしく

みについて，本時で探

究 す る こ と を 明 確 に

し，見通しをもてるよ

うにする  
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２  ワ イ ヤ レ ス 充 電 が ど の よ

う な し く み で 充 電 し て い る

かを考える  

 ワ イ ヤ レ ス 充 電 器 の モ デ

ル 実 験 装 置 で ， 電 流 が 流 れ

続 け る に は ど う す れ ば よ い

だろうか  

・仮説の設定  

 

 

 

 

 

 

３  ワ イ ヤ レ ス 充 電 で 充 電 す

る し く み を 検 証 す る 実 験 を

計画する  

 ど の よ う な 実 験 を 行 え

ば ， ワ イ ヤ レ ス 充 電 の し く

み を 検 証 す る こ と が で き る

のだろうか  

・実験計画の立案  

 

ア  コイルが動けば，電流が流れ

続けるだろう  

イ  電流の大きさが連続的に変化

し続ければ，電流が流れ続ける

だろう  

ウ  コイルに電流が流れたり，流

れなかったりすれば，電流が何

度も流れるだろう  

エ  直流ではなく，交流を用いる

ことで，誘導電流が流れ続ける

だろう  

オ  どうすればより効率良く充電

できるのだろう  

 

ア  電流を流した一方のコイルを

動かしたとき，電流が流れるか

どうかを確かめよう  

イ  コイルに加える電圧を電源装

置で連続的に変えたとき，もう

一方のコイルにどれだけ電流が

流れるのかを確かめよう  

ウ  スイッチのオンとオフを素早

く入れ替えることで，連続的に

電球が光るのではないか  

エ  どれくらいの電流が流れてい

るかを調べるためには，検流計

を使えばいいのではないか  

 

・  実際に実験で用いる

装置を示すことで，検

証のための実験をイメ

ージできるようにする  

・  一方のコイルに電流

が流れるようにスイッ

チを入れるだけでは他

方のコイルに誘導電流

が流れ続けないことを

確認し，課題として認

識させることで，子ど

もが自らの力で仮説を

設定できるようにする  

 

・  提示している実験器

具以外に必要なものが

あれば相談の上で用意

することで，自由な発

想で実験を計画するこ

とができるようにする  

・  考えた方法につい

て，根拠を示すように

促すことで，何に着目

して考えたのを明確に

することができるよう

にする  

15 
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３  立 案 し た 実 験 の 計 画 を 振

り返る  

・各班の計画の共有  

・自分の計画の振り返り  

ア  他の班の考えをきいて，自身

の実験計画を見直してみよう  

イ  他の班の考えをきいて，自身

の実験計画に自信がもてた  

・  各班の計画について

質疑応答の機会を設け

ることで，他の班と比

べて，自分の計画を振

り返り，計画をより確

かなものにし，探究を

深めることができるよ

うにする  50 

⑷  評価規準と方法  

これまでに学んだことを活用し，ワイヤレス充電で充電するしくみを検証するための

実験を計画することができたか，学習プリントの記述からみとる。  



＜メモ＞ 

指導と評価の計画  

次  
時

間  
ねらい・学習活動  

重

点  

記

録  
備考  

一  

１  

・  鉄 粉 と 方 位磁 針 を 用 い て ， 磁 石 と電 磁

石 の ま わ りの よ う す を 観 察 し ， 磁石 や

電 磁 石 の まわ り の 磁 界 の よ う す を調 べ

る。  

・  磁 界 の よ うす を 磁 力 線 で 表 す こ とが で

きることを理解する。  

知   

・  磁石や電磁石のまわりの磁界の

よ う す を ， 適 切 に 記 録 し て い

る。  

・  磁界の向きや強さが，磁力線を

用いて，どのように表現される

か説明している。  

２  

・  鉄 粉 と 方 位磁 針 を 用 い て ， 導 線 を流 れ

る 電 流 の まわ り の 磁 界 の よ う す を観 察

し ， 電 流 のま わ り の 磁 界 の よ う すを 調

べる。  

知  ○  

・  電流のまわりの磁界を，電流の

大きさや向きに注目して説明し

ている。 [記述分析 ] 

３  

・  実 験 結 果 から ， ま っ す ぐ な 導 線 に電 流

が 流 れ た とき に で き る 磁 界 の よ うす を

理解する。  

・  輪 に し た 導線 や コ イ ル に 電 流 が 流れ た

と き に で き る 磁 界 の よ う す を 説 明 す

る。  

思   

・  実験結果から，まっすぐな導線

を流れる電流による磁界の規則

性を説明している。  

二  

４  

・  磁 石 と コ イル か ら な る 電 気 ブ ラ ンコ の

実 験 装 置 を用 い て ， 電 流 が 磁 界 から 受

ける力について調べる。  知  ○  

・  電流が磁界から受ける力につい

て，電流や磁界の向きと大きさ

が変わるとどのように変化する

か に 注 目 し て 説 明 し て い る 。

[記述分析 ] 

５  

・  実 験 結 果 を整 理 し ， 何 を 変 化 さ せる と

何 が 変 化 した か の 条 件 に 注 目 し ，電 流

が 磁 界 か ら受 け る 力 の 規 則 性 を 見い だ

す。  

・  電 流 が 磁 界 か ら 受 け る 力 の 規 則 性 か

ら ， モ ー ター が 回 転 す る し く み を説 明

する。  

思   

・  実験結果から，電流が磁界から

受ける力について，電流や磁界

の向きと大きさに注目して規則

性を説明している。  

・  モーターが回転するしくみを，

電流が磁界から受ける力の規則

性から説明している。  

三  

６  

・  磁 石 や コ イル ， 検 流 計 を 用 い て ，電 流

を 発 生 さ せる 方 法 を 調 べ ， 誘 導 電流 が

流れる条件を見いだす。  

知   

・  磁 石 や コ イ ル ， 検 流 計 を 使 っ

て，誘導電流が発生しているか

を調べている。  

７  

・  誘 導 電 流 の向 き や 大 き さ を 変 化 させ る

た め に は どう す れ ば よ い か を 調 べ， 磁

石 の 極 や 磁界 の 向 き ， 磁 界 の 強 さや コ

イルの巻数に注目して説明する。  

思  ○  

・  実験結果から，実験の条件を整

理しながら，電磁誘導の規則性

を説明している。 [記述分析 ] 

８  

・  電 流 に は ２種 類 が あ る こ と を 理 解し ，

発 光 ダ イ オー ド の 点 灯 の よ う す を観 察

し，直流と交流の特徴を調べる。  

知   

・  直流と交流を理解し，直流と交

流によって現れる現象のちがい

を説明している。  

四  

９  

・  ワ イ ヤ レ ス充 電 で 電 流 が 流 れ 続 ける た

め に は ， どの よ う に す れ ば よ い かを 考

え ， 考 え たこ と を 検 証 す る 実 験 を計 画

する。  

態   

・  ワイヤレス充電で充電するしく

みを検証するための実験を計画

する中で，学んだことを活用し

ようとしている。  

10 

・  自 分 た ち が計 画 し た 実 験 を 行 い ，ワ イ

ヤ レ ス 充 電で 電 流 が 流 れ 続 け る 条件 を

検証する。  

・  他 の 班 の 実験 や 実 際 の ワ イ ヤ レ ス充 電

の し く み と比 較 し ， 自 分 た ち の 実験 を

振り返る。  

態  ○  

・  これまでの探究を振り返り，自

己の学びの変容に気付こうとし

ている。 [記述分析 ] 

 



第３学年１組  理科学習指導案  

指導者   米村  崇  

 

１  単元   月と金星の動きと見え方  ～金星の動きと見え方～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは小学校第６学年において，月の形の見え方は，太陽と月との位置関係によって

変わることについて学んでいる。また，太陽と月との位置関係をモデル図で表し，多面的

に調べることを体験している。そこでは，より妥当な考えをつくりだしながら，月の形の

見え方は，太陽と月との位置関係によって変わることを捉えた。ただし，小学校段階では，

地球から見た太陽と月の位置関係についての学習であり，地球外からの位置関係について

は触れられておらず，月の形の見え方と地球と月，太陽の位置関係をイメージできていな

いように思える。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は，月や金星の見え方と，それらと地球や太陽との位置関係について仮説を立て，

それを検証する方法を考えることで探究をしていくことができる教材といえる。また，月

や金星の形や見える方位などを，モデル図を用いて位置関係を表すことで，自分の立てた

仮説や検証方法を科学的に説明することができるだろう。ここでは，あらかじめ自分たち

で評価基準を考え，振り返りに活用することを大切にしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，「菜の花や  月は東に日は西に」という句を提示する。そうすることで，

このとき見えている月の形，時間帯を考えさせ，そこから月の形と方位や時間帯と月・

地球・太陽の位置関係を説明できるようにする。  

○  第二次では，金星の見え方と，地球や太陽との位置関係について仮説を設定し，検証

方法を検討させる。そうすることで，月の見え方との共通点と相違点を捉え，説明でき

るようにし，ここまでの探究活動を振り返り，自分たちで評価することができるように

する。  

 

３  目標   

⑴  月や金星の運動と見え方についての基本的な概念や原理・法則などを理解し，科学的

に探究するために必要な観察・実習などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を

身に付けること。  

⑵  月や金星の運動と見え方について，実習などを行い，その結果や資料を分析して解釈

し，その特徴や規則性を見いだして表現しているとともに，探究の過程を振り返るなど，

科学的に探究すること。  

⑶  天体の運動と見え方に関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもったり振り返っ

たりするなど科学的に探究しようとすること。  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の理科部では，自然の事物・現象に興味をもち，理科の見方・考え方を働かせ，

科学的に探究する子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，

エージェンシーを発揮している姿を，設定した仮説について，他者と協力して観察・実習

を基に検証したり，吟味したりする活動を繰り返し，課題解決に向かう姿だと捉えている。

本単元においては，月や金星の見え方について，仮説を立て，モデル図を用いて理論的に

説明し，それを検証するための方法を検討，実習を行う場面を設定する。仮説設定や検証

方法について吟味し，考察の評価をするときに，自分の探究の過程を振り返る様相がエー

ジェンシーを発揮した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，科学的な手続きを踏まえて仮説設定やその検証を

行うことができ，未知の自然事象に出会ったときに，科学的な手続きを大切にしながら探

究活動を行うことができるようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  指導の計画（総時数  ５時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを発揮するための  

手立て  

一
②  

○  月の形や見える方位，時間と位置関係
を，モデル図を用いて説明する  

・月の見える方位と時刻  
 
 
○  月の見え方について，検証実習を行う  
・月の見え方と，宇宙から見た月と地球，

太陽の位置関係  

○  仮説や検証の実習方法について
モデル図で説明させたり，班で吟
味させたりすることで，月の見え
方と，地球や太陽との位置関係を
科学的に捉えることできるように
する  

二
③
本
時
１
／
３  

●  金星の形や見える方位，時間と位置関
係の仮説を立て，それを検証する実習の
検討をする  

・金星の見え方の仮説と検証実習の計画  
 
○  金星の見え方について，実習による検

証を行い，考察を行う  
・金星の見え方と，宇宙から見た金星と地

球，太陽の位置関係  
 
○  月と金星の見え方の共通点と相違点を

まとめ，ここまでの探究の過程を振り返
る  

・月と金星の見え方  
・探究の振り返り  

○  金星の見え方について，月の見
え方での学びを生かし，仮説を立
てたり，検証するための実習方法
を考えたりし，それらの吟味を行
う場を設定することで，評価の見
通しをもつことができるようにす
る  

 
○  本単元の学習内容及び，仮説と

その検証実習の方法などの探究活
動を振り返り，自分たちで評価さ
せる場を設定することで，科学的
な探究のよさに気付き，今後に生
かすことができるようにする  

 



 

６  本時案  ―第二次・１時分―  

⑴  主眼   金星の見え方について仮説を立て，モデル図等を用いて説明したり，検証す  

るための実習を計画したりすることができる。  

⑵  準備   理科ノート，学習プリント，ホワイトボード  など  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  
１  前時の学習を振り返る  
 
 
 
 
 
・月の見え方と位置関係  
 
 
 
２  地 球 か ら 見 た 金 星 の よ

う す を 確 認 し ， 課 題 を 捉
える  

 
 
 
 
 
・ 学 習 課 題 「 金 星 の 見 え 方

と位置関係」の設定  
 
 
 
 
３  仮 説 の 設 定 と 実 習 方 法

の計画をたてる  
 
 
 
 
・ 仮 説 設 定 ， 実 習 方 法 の 検

討  
 
 
 
 
 
４  仮 説 と 実 習 方 法 を 他 の

班 の 考 え と 比 較 し 再 検 討
する  

 
 
 
 
・ 検 証 の た め の 実 習 の 再 検

討  

ア  太 陽 の 光 が 当 た っ て い る
方が光る  

イ  真 夜 中 の 南 の 空 に は 満 月
が見える  

ウ  太 陽 ・ 月 ・ 地 球 と 並 ん だ
と き に 日 食 が 起 こ り ， 月 が
地 球 の 影 に 入 る と 月 食 が 起
こる  

 
 
ア  金 星 は ， 月 と 同 じ よ う

に ， 太 陽 の 光 の 当 た り 方 で
満 ち 欠 け し て 見 え る の だ ろ
う  

イ  地 球 と の 位 置 関 係 が 月 と
ち が う か ら ， 見 え 方 は ち が
うだろう  

ウ  金 星 は 地 球 よ り 内 側 を 公
転 し て い る か ら ， 真 夜 中 に
は見えないだろう  

エ  金 星 は 月 よ り 地 球 か ら 離
れ て い る か ら 小 さ く 見 え る
だろう  

 
ア  地 球 か ら 見 て 太 陽 の 横 に

金 星 が あ る と き に ， 半 月 の
ように見えるだろう  

イ  金 星 が 丸 く 見 え る に は 太
陽 の 反 対 側 に 行 か な け れ ば
な ら な い か ら ， 地 球 か ら は
見えないだろう  

ウ  金 星 は ， 地 球 と 公 転 周 期
が 違 う の で ， 地 球 か ら の 距
離 が 変 わ り ， 見 か け の 大 き
さが変化するだろう  

 
ア  金 星 は ， 地 球 よ り も 内 側

を 公 転 し て い る こ と を 考 慮
しなければいけないだろう  

イ  地 球 は 固 定 し て 考 え た 方
が，説明しやすいだろう  

ウ  金 星 は ， 公 転 周 期 の ち が
い か ら ， 地 球 か ら 遠 ざ か っ
た り 近 づ い た り す る の で ，
形 だ け で な く 見 か け の 大 き
さについても考えよう  

・  ICT を活用し，満
月や三日月などの月
の画像や日食や月食
の画像とともに月・
地球・太陽の位置関
係を示すことで，前
時の学習の理解を深
めることができるよ
うにする  

 
・  金星が惑星である

ことを確認し，満ち
欠けして光って見え
る画像を見せること
で ， 金 星 の 見 え 方
や，金星・地球・太
陽の位置関係に目を
向けることができる
ようにする  

 
 
 
 
 
・  実習で使用できる

道具をいくつか提示
し，それをもとに方
法を検討させること
で，子ども自らが実
習の計画をたてるこ
とができるようにす
る  

 
 
 
 
 
・  他の班の方法を参

考にして，自分たち
の班の実習方法の見
直 し を さ せ る こ と
で，自分たちの実習
方法を再び吟味し，
妥当性を高めること
ができるようにする  

 
 
 
 
 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
40 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
50 

⑷  評価規準と方法  

金星の見え方について仮説を立て，それを検証する実習を考え，科学的に説明すると

同時に，他の班の考えを聞き，自分たちの仮説や実習方法を吟味できているかを，学習

プリントの記述からみとる。  

 月 の 見 え 方 と ， 月 と
地 球 ， 太 陽 の 位 置 関 係
に は ど の よ う な 関 係 が
あったか  

 地 球 か ら 金 星 を 観 察
し た と き ， い つ ， ど の
方 位 に ど の よ う な 形 で
みえるだろうか  

 自 分 の 班 の 仮 説 や 検
証 す る た め の 実 習 は 妥
当だろうか  

 自 分 の 仮 説 を ど の よ
う に 実 習 で 検 証 す れ ば
よいだろうか  



＜メモ＞ 

指導と評価の計画  

時  ねらい・学習活動  重点  記録  備考  

１  

○  月 の 形 や 見 え る 方 位 ， 時 間 と

位 置 関 係 を ， モ デ ル 図 を 用 い て

説明する  

・月の見える方位と時刻  

 

思  

学習プリント  

観察  

・月の見え方について仮説を立て，
モデル図を用いて説明している  

 

２  

○  月 の 見 え 方 に つ い て ， 検 証 実

習を行う  

・ 月 の 見 え 方 と ， 宇 宙 か ら 見 た 月

と地球，太陽の位置関係  

 

知  

学習プリント  

理科ノート  

・月の見え方と，月・地球・太陽の
位置関係を捉えている  

 

３  

●  金 星 の 形 や 見 え る 方 位 ， 時 間

と 位 置 関 係 の 仮 説 を 立 て ， そ れ

を検証する実習の検討をする  

・ 金 星 の 見 え 方 の 仮 説 と 検 証 実 習

の計画  

・ 月 と 金 星 の 見 え 方 の 共 通 点 と 相

違点  

 

思  

学習プリント  

観察  

・ 金 星 の 見 え 方 に つ い て 仮 説 を 立
て，その説明をしたり，検証する
ための実習を計画したりしている  

 

４  

○  金 星 の 見 え 方 に つ い て ， 実 習

による検証を行い，考察を行う  

・ 金 星 の 見 え 方 と ， 宇 宙 か ら 見 た

金星と地球，太陽の位置関係  

 

知  

学習プリント  

観察  

・金星の見え方について仮説を検証
する実習を行い，他の班と結果を
比較し，実習方法を振り返ってい
る  

 

５  

○  月 と 金 星 の 見 え 方 の 共 通 点 と

相 違 点 を ま と め ， こ こ ま で の 探

究の過程を振り返る  

・月と金星の見え方  

・探究の振り返り  

 

態  

学習プリント  ・仮説の設定，実習方法や結果，考

察など探究の振り返りをしている  

 

 

 


